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累
世
同
居
の
出
現
を
め
ぐ

つ
て

越

智

重

明

は

し

が

き

本
稿
は
い
わ
ゆ
る
累
世
同
居
を
宗
族
制
的
な
礼
制
に
よ
る
「
家
」
の
形
態
が
否
定
さ
れ
三
族
制
的
な
（
新
）
札
制
に
よ
る
「
家
」
が
重
ん
じ

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
、
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
累
世
間
居
と
い
う
語
の
意
味
す
る
生
活
形
態
で
あ
る
が
、
越
翼
は
父
死
亡
後
（
子
で
あ
る
）
兄
弟
が
終
身
に
及
ぶ
ま
で
共
居
共
財
を

続
け
る
生
活
形
態
を
も
累
世
間
居
と
い
っ
て
い
る
（
陵
余
叢
考
巻
三
十
九
累
世
間
居
）
。
し
か
し
一
般
的
に
と
り
あ
げ
た
際
累
世
同
居
と
い
う

語
は
、
守
屋
美
都
雄
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
が
二
回
以
上
繰
返
さ
れ
る
生
活
形
態
を
意
味
す
る
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

（
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
が
二
回
繰
返
さ
れ
る
形
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ぽ
、
子
で
あ
る
兄
弟
が
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
生

活
を
な
し
、
さ
ら
に
兄
弟
の
子
も
亦
、
そ
の
継
承
と
し
て
、
自
ら
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
を
な
す
形
｜
父
や
祖
父
が
生
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
の

共
居
共
財
生
活
は
当
然
そ
の
父
、
祖
と
の
共
居
共
財
生
活
と
な
る
ー
で
あ
る
時
）
蓋
し
累
世
間
居
の
形
態
と
し
て
は
前
者
は
不
十
分
な
も
の
で

あ
り
、
後
者
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
前
者
の
う
え
に
後
者
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
後
者
の
出
現
の
追
求
は

自
ら
前
者
の
存
在
の
考
察
を
必
要
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
宗
族
制
的
な
札
制
で
は
一
つ
の
共
居
共
財
の
集
団
の
な
か
で
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共

居
共
財
が
二
回
以
上
繰
返
さ
れ
る
の
を
否
定
し
て
い
る
が
、
累
世
同
居
は
三
族
制
的
な
・
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
の
繰
返
し
を
肯
定
す

累
世
間
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
）
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。

る
（
新
）
礼
制
に
た
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
い
っ
て
累
世
同
居
の
検
討
は
同
一
の
共
居
共
財
集
団
の
な
か
に
お
け
る
兄
弟
の
終
身
に
及

ぶ
共
居
共
財
の
繰
返
し
が
倫
理
的
正
当
性
を
も
つ
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
は
と
く
に
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
注
意
を
払
い
つ
つ
論
を

進
め
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
筆
者
の
漢
雛
晋
南
北
朝
の
家
に
関
す
る
研
究
の
一
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

旧
来
の
研
究
と
現
在
の
問
題
点

累
世
間
居
出
現
の
問
題
は
、

か
つ
て
そ
れ
が
後
漢
に
始
ま
る
か
そ
れ
と
も
前
漢
（
以
前
〉

か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

に
始
ま
る
か
と
い
っ
た
時
期
の
解
明
に
重
点
が
お

の
ち
守
屋
美
都
雄
氏
が
そ
れ
を
儒
教
と
の
関
連
性
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
守
屋
氏
は
の
ち
に
掲
げ
る
第

一
か
ら
第
四
ま
で
の
史
料
を
検
討
し
、
（
さ
き
に
あ
げ
た
累
世
間
居
の
定
義
か
ら
見
た
際
、
）
第
一
、
第
二
の
史
料
が
（
か
っ
て
い
わ
れ
た
よ
う

な
〉
先
秦
時
代
の
累
世
同
居
の
史
料
で
な
く
、

か
つ
第
四
の
史
料
が

（
か
っ
て
い
わ
れ
た
よ
う
な
〉
前
漢
時
代
の
累
世
間
居
の
史
料
で
な
い
こ

と
を
論
じ
ら
れ
、
同
時
に
第
三
の
史
料
、
が
内
容
的
に
累
世
間
居
の
史
料
と
し
て
極
め
て
慶
昧
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
百
口
の

家
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
。
結
論
と
し
て
氏
は
、
文
献
に
見
当
ら
な
い
か
ら
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
当
を
え
な
い
。
と
く

に
先
秦
時
代
の
封
建
諸
侯
や
卿
大
夫
の
家
の
如
く
宗
族
結
合
意
識
が
濃
厚
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
の
聞
に
こ
う
し
た
も
の
が
容
易
に
発
生

し
え
る
こ
と
が
理
論
上
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、
古
代
か
ら
前
漢
に
か
け
累
世
間
屠
が
存
在
し
え
た
こ
と
を
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
際
後
漢

の
累
世
同
居
の
史
料
が
い
と
も
珍
ち
し
げ
に
扱
わ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
氏
ば
前
漢
初
期
か
ら
中
棄
に
か
け
て
累
世
間
居
を
思
想
的
に
支
持

す
べ
き
筈
の
儒
教
と
い
う
も
の
の
地
位
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
前
漢
時
代
に
は
宗
族
の
聴
衆
結
と
い
う
こ
と
を
為
政
者
が
喜
ぽ
ず
こ
れ

を
抑
圧
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
前
漢
時
代
宗
族
結
合
以
上
に
輩
固
な
結
合
で
あ
る
累
世
間
居
制
の
存
在
す
る
余
地
は
極
め
て
乏
し
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
、
と
し
て
お
ら
れ
る
。
民
の
よ
う
な
儒
教
の
理
解
に
対
し
て
は
或
は
他
の
見
解
も
示
き
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
何
れ
に
し
て
も
こ

こ
に
至
っ
て
異
世
間
唐
の
出
現
の
追
求
は
札
制
上
の
問
題
と
か
ら
ん
で
き
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。



い
ま
守
屋
氏
が
掲
げ
ら
れ
た
四
つ
の
史
料
を
改
め
て
と
り
あ
げ
、
そ
れ
に
関
す
る
私
見
を
簡
単
に
述
べ
て
み
よ
う
。

（
な
お
、
第
一
か
ら
第

一
一
一
ま
で
は
仁
井
田
陸
氏
が
先
秦
時
代
の
累
世
間
居
の
有
力
な
史
料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
は
仁
井
田
氏
と
小
竹
文
夫
氏
が
前

漢
時
代
の
累
世
同
居
の
史
料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）
第
一
は
儀
礼
喪
服
第
十
一
に
、

父
子
一
体
也
。
夫
婦
一
体
也
。
毘
弟
一
体
也
。
故
父
子
首
足
也
。
夫
靖
併
合
也
。
昆
弟
四
体
也
。
故
昆
弟
之
義
無
分
。
然
而
有
分
者
、
則

酔
子
之
私
也
。
子
不
私
其
父
、
則
不
成
為
子
。
故
有
東
宮
、
有
西
宮
、
有
荷
宮
、
有
北
宮
。
呉
居
而
同
財
。
有
余
則
帰
之
宗
、
不
是
則
資

之
宗
。

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

右
は
小
宗
集
団
の
共
居
（
共
財
）
形
態
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
あ
っ
て
は
（
父
死
亡
後
そ
の
子
た

る
）
兄
弟
は
住
居
と
財
産
と
を
共
に
す
る
。

（
兄
弟
生
存
中
の
兄
弟
の
子
孫
は
当
然
そ
こ
に
含
ま
れ
る
。
）
こ
の
際
の
共
居
は
大
門
の
う
ち
に

あ
る
「
都
宮
」
で
の
共
居
で
あ
り
、
東
宮
、
西
宮
、
南
宮
、
北
宮
な
ど
は
「
都
宮
」
の
う
ち
の
宮
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
兄
弟
の
子
は
文
た
る

兄
弟
の
死
亡
後
分
裂
す
る
。

を
始
め
ヲ
何
回
｝
）
こ
う
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
右
の
記
事
は
累
世
同
居
を
志
向
す
る
史
料
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
は
韓
非
子
五
轟
第

（
例
え
ば
弟
が
死
亡
し
た
際
そ
の
子
は
新
た
に
「
都
宮
」
を
つ
く
り
、
そ
の
父
廟
を
把
り
つ
つ
共
居
共
財
の
生
活

四
十
七
に
今
人
有
五
子
、
不
為
多
。
子
又
有
五
子
。
大
矢
未
死
、
而
有
二
十
五
孫
。
是
以
、
人
民
衆
而
貨
財
寡
。
力
労
而
供
養
薄
。
故
民
争
。
雄
倍

賞
累
罰
、
而
不
免
於
乱
。

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
守
屋
氏
は
こ
れ
か
ら
大
父
、
五
子
、
二
十
五
孫
同
居
の
形
態
を
想
定
す
る
の
を
鴎
膳
し
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
も
亦
氏

の
あ
げ
ら
れ
た
理
由
と
結
論
と
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
は
管
子
巻
二
十
三
地
数
第
七
十
七
に
、

桓
公
問
於
管
子
日
、
今
亦
可
以
行
此
乎
。
管
子
対
日
、
可
。
夫
楚
有
汝
漢
之
金
。
斉
有
渠
展
之
塩
。
燕
有
遼
東
之
煮
。
此
三
者
亦
可
以
当

武
王
之
数
。
十
口
之
家
、
十
人
暗
塩
、
百
ロ
之
家
、
百
人
暗
塩
。
凡
食
塩
之
数
、

一
月
、
丈
夫
五
升
少
半
、
婦
人
三
升
少
半
、
嬰
児
二
升

累
世
同
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）
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少
半

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
守
屋
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
戦
国
の
も
の
か
そ
れ
と
も
漢
の
も
の
か
暖
昧
で
あ
る
が
、
そ
の
百
口
の
家
と
い
う

言
葉
は
宗
族
結
合
意
識
が
濃
厚
で
あ
っ
た
も
の
の
聞
に
累
世
向
居
的
な
家
が
生
じ
え
た
の
を
察
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

，－、、
、，
」

-」

に
い
う
宗
族
は
一
般
的
な
意
味
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
）
第
四
は
漢
書
警
一
恵
帝
紀
に
、

叉
目
、
：
：
：
今
吏
六
百
石
以
上
父
母
妻
子
与
同
居
、
及
故
吏
挙
侃
将
軍
都
尉
印
、
将
兵
、
及
侃
二
千
石
官
印
者
家
、
喰
給
箪
賦
、
他
無
有

所
与
。

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
家
（
つ
ま
り
、
本
人
、
父
母
、
妻
子
、
同
居
か
ら
な
る
家
）
は
戸
籍
制
度
上
の
家
（
H
戸
）
の
こ
と
で

あ
り
、
累
世
同
居
の
集
団
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
小
宗
の
族
組
織
は
（
現
実
生
活
と
し
て
の
）
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
生
活
が
礼
制
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
小
宗
の
族
組
織
が
現
実
と
遊
離
し
て
く
る
と
一
一
一
族
制
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
新
た
に
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
は
父
の
生
存
中
兄
弟
が
共
屑
共

財
し
、
父
死
亡
後
財
産
を
均
分
し
て
分
裂
す
る
血
縁
団
体
の
し
く
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
国
以
後
の
文
献
に
多
く
見
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

小
宗
の
制
は
（
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
）

は
家
父
長
権
の
進
展
を
妨
げ
日
。
し
か
し
三
族
制
に
あ
っ
て
は
家
父
長
権
は
そ
の
「
家
」
の
な
か
に
お
い
て
何
者
に
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く

（
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
が
二
回
以
上
繰
返
さ
れ
る
）
累
世
間
居
を
否
定
す
る
。
ま
た
そ
れ

存
在
し
え
る
し
、
＝
一
族
制
の
「
家
」
の
（
一
種
の
）
延
長
と
し
て
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
が
二
回
以
上
繰
返
さ
れ
る
際
も
、
そ
れ
を
（
第

一
世
を
父
と
す
る
）
家
父
長
権
の
展
開
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
、
か
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
漢
の
天
子
は
家
父
長
権
の
う
え
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

ま
た
天
子
は
礼
の
推
進
者
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
て
く
る
が
、
そ
の
礼
は
（
か
つ
て
の
「
宗
族
」
本
位
の
礼
、
封
建
制
を
さ
さ
え
る
も
の
と
し

て
の
礼
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
）
家
父
長
権
を
さ
さ
え
る
も
の
と
し
て
の
礼
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
天
子
、
郷
党
の
称
賛
を
え
る
も

の
と
し
て
三
族
制
の
「
家
」
の
「
延
長
」
た
る
累
世
間
居
が
現
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
は
蓋
し
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
組
翼
が
後
漢
に



始
ま
る
と
し
て
い
る
累
世
間
居
（
隈
余
叢
考
累
世
間
屑
）
は
木
来
そ
う
し
た
累
世
間
腎
（
な
り
、
そ
れ
を
志
向
す
る
も
の
な
り
）
と
し
て
理
解

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
累
世
間
屑
は
数
的
に
い
え
ば
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
現
在
問
題
と
す
べ
き
は
数
的
な
商

で
は
な
く
て
そ
れ
が
国
家
の
構
造
｜
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
瑚
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
商
で
あ
る
。
た
だ
し
本
稿
は

紙
数
の
都
合
で
撲
の
国
家
の
構
造
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
、
札
制
と
現
実
の
一
般
的
た
家
と
の
関
連
性
と
い
っ
た
こ
と
に
は
一
切
ふ
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
考
察
は
す
べ
て
後
日
発
表
予
定
の
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

〔

7
｝

と
こ
ろ
で
、
大
宗
の
制
や
小
宗
の
制
と
く
に
大
宗
の
制
が
制
度
と
し
て
存
続
し
え
な
く
な
っ
た
に
し
て
も
、

（
も
と
も
と
そ
れ
ら
の
母
体
と

な
っ
た
）

一
般
的
た
烹
味
に
お
け
る
宗
族
は
以
後
も
引
続
き
存
在
し
て
い
る
。
管
子
の
説
く
百
口
の
家
は
蓋
し
一
般
的
な
意
味
に
お
け
る
宗
族

内
の
累
世
間
餌
的
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
観
市
山
円
向
北
朝
に
な
っ
て
か
ら
い
わ
ゆ
る
豪
昨
勢
力
の
進
展
の
も
と
に
右
の
二
つ
の
累
世
同
居
（
的
な
も

の
）
は
一
応
一
体
化
す
る
。
現
在
累
世
間
開
の
出
現
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
の
累
世
間
居
に
も
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿

は
紙
数
の
都
合
で
後
者
に
は
ふ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

風
俗
通
に
見
ら
れ
る
同
居

風
俗
通
空
間
過
誉
に
、

汝
南
戴
幼
起
、
一
二
年
服
寛
、
議
財
与
兄
。
将
妻
子
、
山
存
命
日
中
、
住
竹
池
田
。
以
耕
種
。
為
上
計
史
、
独
車
載
衣
資
。
表
汝
南
太
守
上
計

史
戴
紹
率
。
後
挙
孝
殿
、
為
映
令
。

部
按
礼
、
有
東
宮
西
宮
。
昨
子
之
私
。

不
足
則
資
、

有
余
亦
帰
之
於
宗
也
。

此
言
兄
弟
無
隊
異
之
義
也
。

凡
議
財
者
、
類
与
弟
。
子
弟
尚

幼
、
思
情
注
。
希
有
与
兄
。
既
出
之
日
、
可
府
宍
下
。
以
無
屋
、
宗
家
猶
有
繭
田
慮
。
回
可
背
粥
力
者
耳
。
何
必
官
池
客
舎
。
既
推
独
率
、

復
表
具
上
。
為
其
飾
偽
、
良
亦
昭
断
。
劫
起
同
酔
、
有
陣
琵
得
者
。
与
子
弟
共
障
問
C

弟
子
常
求
分
。
力
不
能
止
。
国
乃
聴
之
。
都
与
。
奴
牌

問
昨
秋
同
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）
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累
世
同
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

一
二
四

引
其
老
者
、
日
、
与
我
共
事
。
汝
不
能
使
之
。

日
、
我
少
時
所
作
買
。

器
物
取
其
久
者
、
目
、
我
服
食

意
所
恋
也
。

田
屋
取
其
荒
壊
者
、

久
。
身
口
安
之
也
。
外
有
共
分
之
名
、
内
実
十
ニ
三
耳
。
弟
子
無
幾
尽
之
。
瓶
復
更
分
。
如
此
者
数
。
伝
称
、
重
金
三
兄
子
、
分
而
供
其
公

家
之
費
。
此
其
然
長
。
論
語
泰
伯
三
譲
、
民
無
得
而
称
之
君
。
何
有
譲
数
十
万
、
畏
人
而
不
知
、
欲
令
敵
轍
乃
如
是
乎
。
方
之
愛
扉
、
差
以

千
里
。
凡
同
居
上
也
。
通
有
無
次
也
。
譲
其
下
耳
。
凡
若
幼
起
伺
斯
不
足
貴
失
。

と
あ
る
。
右
で
は
同
居
を
上
と
し
、
右
無
を
通
ず
る
を
次
と
し
、
財
を
譲
る
を
下
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
そ
の
同
居
の
内
容

で
あ
る
。

「
謹
按
礼
、
有
東
宮
西
宮
。
畔
子
之
私
。
不
足
則
資
。
有
余
亦
帰
之
於
宗
也
。
此
言
兄
弟
無
離
異
之
義
也
。
」
と
あ
る
が
、

l
の
部

分
は
も
と
も
と
第
一
節
で
あ
げ
た
儀
礼
喪
服
第
十
一
の
記
事
の
一
部
分
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
と
相
応
ず
る
居
住
（
財
産
）
形
態

は
礼
記
奔
喪
第
三
十
四
に
、

「
凡
喪
、
父
在
、
父
為
主
。
父
没
、
兄
弟
同
居
、
各
主
主
ハ
突
。
親
問
、
長
者
主
之
。
不
同
、
親
者
主
之
。
」
と
見

え
る
同
居
の
形
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
際
の
同
居
（
以
下
、

「
同
居
」
と
い
う
）
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

（
子
で
あ
る
）
兄
弟
が
終
生
同
一
大
門
内
〈
H
同

「
都
宮
」
内
）
に
（
そ
の
住
む
宮
を
別
に
し
な
が
ら
も
）
住
居
を
共
に
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
そ
れ
に
い
わ
ば
附
随
す
る
も
の
と
し
て
（
兄
弟
生
存
中
の
）
兄
弟
の
子
の
同
一
大
門
内
の
居
住
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
右
の
記
事

全
体
か
ら
受
け
と
れ
る
同
居
の
内
容
は
「
同
居
」
と
は
違
っ
た
新
ら
し
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
同
居
」
に
あ
っ
て
は
兄
弟
の
う

ち
長
子
（
宗
子
）
以
外
が
死
亡
し
た
際
そ
の
も
の
の
子
は
、

（
兄
弟
の
一
人
で
あ
る
）
亡
父
の
廟
を
奉
じ
て
旧
来
の
「
同
居
」
の
集
団
か
ら
分

離
し
新
た
に
大
門
を
つ
ぐ
っ
て
そ
こ
に
「
同
居
」
の
集
団
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
「

一
方
、
問
題
と
す
る
時
点
に
静
孟
嘗
の
弟
は
す
で
に
死
亡

し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
風
俗
通
に
お
い
て
は
蒔
孟
嘗
と
そ
の
弟
の
子
と
の
（
共
居
H
）
同
居
を
上
と
し
て
い

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
同
居
は
「
同
居
」
と
は
質
の
違
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
な
お
、
後

漢
書
巻
三
十
九
及
び
顔
氏
家
訓
後
委
第
四
に
は
、
風
俗
通
の
「
弟
子
常
求
分
」
に
あ
た
る
部
分
を
、
と
も
に
「
弟
子
求
分
財
異
唐
」
と
記
し
て

い
る
が
、
風
俗
通
の
同
居
の
語
は
右
の
礼
記
の
同
居
の
語
と
同
様
共
財
を
あ
わ
せ
意
味
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
）

つ
ま
り
、
そ
の
同



居
は
宗
法
｜
宗
子
の
制
の
一
環
と
し
て
の
「
同
居
」
た
意
味
し
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
構
成
員
に
限
界
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
人
物
（
男

子
）
を
国
点
（
第
一
世
）
と
し
て
、
そ
の
子
保
（
嫁
し
た
も
の
を
除
く
）
を
無
限
定
的
に
含
み
え
る
可
能
性
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

「
伝
称
、
室
恭
三
兄
子
、
分
而
供
其
公
家
之
費
。
」
と
あ
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
右
の
記
事
全
体
か
ら
考
え
て
、

（
風
俗

通
の
撰
者
応
勘
の
理
解
に
お
い
て
、
）

そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
称
讃
さ
れ
る
べ
き
形
と
し
て

兄
の
子
と
の
共

（
そ
の
兄
の
死
亡
後
に
お
け
る
）

居
H
同
居
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
「
同
居
」
の
範
囲
を
こ
え
た
も
の
で
あ
る
。

牧
野
翼
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

漢
時
代
の
墓
側
に
は
洞
堂
そ
の
他
の
建
物
が

な
お
、
分
居
し
た
際
家
下
に
居
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
は
、

多
く
た
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
風
俗
通
に
見
え
る
宗
家
で
あ
る
が
、
こ
の
宗
は
（
兄
弟
で
い
え
ば
、
）
兄
弟
の
う
ち
の
長
兄
で

宗
（
子
）
た
る
も
の
と
い
っ
た
意
味
に
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
解
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
譲
財
す
る
も
の
に
長
兄
（
宗
た
る
も
の
）

は
含
ま
れ
ず
、
譲
財
者
が
次
兄
（
以
下
）

で
そ
の
弟
に
譲
財
す
る
も
の

（
及
び
弟
で
次
兄
（
以
下
）
に
譲
財
す
る
も
の
）
に
限
ら
れ
て
〈
る
と

い
っ
た
不
自
然
な
も
の
に
な
る
。
漢
書
巻
七
十
三
章
玄
成
伝
に
、

（
前
略
）
於
是
、
賢
門
下
生
博
士
義
侍
等
、
与
宗
家
計
議
。

と
あ
り
、
そ
の
注
に
、

師
回
目
、
博
士
、
姓
義
、
名
侍
也
。
宗
家
、
賢
之
同
族
也
。
情
千
見
反
。

と
あ
る
。
こ
の
宗
家
は
同
族
を
指
す
わ
け
で
あ
る
が
、

風
俗
通
の
宗
家
も
蓋
し
こ
う
し
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
風
俗
通
で
「
家
無

展
、
宗
家
猶
有
巌
田
慮
。
」
と
い
っ
て
い
る
際
、
そ
れ
が
「
同
居
」
の
集
団
の
範
囲
を
こ
え
た
人
々
の
聞
に
お
け
る
経
済
面
で
の
互
助
が
行
わ

れ
る
べ
き
が
予
期
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
点
も
亦
風
俗
通
の
説
く
と
こ
ろ
が
「
同
居
」
の
あ
り
か
た
と
違
う
と
こ
ろ
の
あ
る

の
を
察
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
同
居
」
形
式
に
あ
っ
て
は
父
は
そ
の
兄
弟
と
同
一
大
門
内
で
共
厨
共
財
関
係
に
あ
る
。
そ
う
し
た
形
態

累
サ
い
同
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

－
二
五



開
前
世
同
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

一一一六

で
は
父
を
頂
点
と
し
て
そ
の
子
（
た
ち
）
が
’
自
己
完
結
的
に
共
居
共
財
関
係
に
あ
る
と
い
う
様
態
を
想
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
し
か
し

三
族
制
に
あ
っ
て
は
、
究
生
存
中
に
子
で
あ
る
兄
弟
は
父
た
る
も
の
を
頂
点
と
し
て
共
唐
共
財
の
生
活
を
自
己
需
給
的
に
営
み
え
る
。
（
そ
こ

で
は
そ
の
子
孫
は
当
然
そ
の
共
店
共
財
の
生
活
に
含
ま
れ
る
。
）
そ
の
「
延
長
」
し
た
形
態
と
し
て
、
も
は
や
父
た
る
も
の
が
死
亡
し
て
い
て

も
、
そ
れ
を
頂
点
（
第
一
世
）
と
し
、
そ
の
子
孫
（
第
二
世
以
下
）
が
自
己
完
結
的
に
共
居
共
財
で
あ
る
こ
と
を
想
定
で
き
る
。
風
俗
通
に
見

え
る
同
居
の
称
讃
の
主
背
景
を
な
す
も
の
が
こ
う
し
た
三
族
制
の
「
延
長
」
を
理
想
的
な
あ
り
か
た
冒
と
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
こ
れ
を
推
定
で

き
る
の
で
あ
る
。
漢
時
代
に
お
け
る
三
族
制
の
実
態
に
つ
い
て
の
検
討
は
こ
れ
を
別
稿
に
譲
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
右
に
見
た
と
こ
ろ
か
ら
風

俗
通
で
三
族
制
の
「
延
長
」
｜
累
世
間
居
の
志
向
が
最
も
礼
制
に
か
な
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
同

時
に
小
宗
の
制
を
否
定
し
三
銭
制
（
1

家
父
長
権
）
を
肯
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

隊
余
叢
考
果
世
同
時
に
、

（
前
略
）
後
漢
書
、
撲
重
三
世
共
財
。
謬
形
兄
弟
四
人
皆
同
財
業
。
及
各
要
妻
、
諸
婦
遂
求
分
異
。
形
乃
閉
戸
白
描
。
諸
弟
及
婦
問
之
、
悉

謝
罪
。
蕊
品
与
叔
父
従
弟
同
居
。
コ
一
世
不
分
財
。
郷
党
高
其
議
。
叉
陶
淵
明
誠
子
書
云
、
頴
川
韓
元
長
漢
末
名
士
、
八
十
而
終
。
兄
弟
同
居
、

至
於
投
歯
。
済
北
氾
幼
春
七
世
間
財
、
家
人
無
怨
色
。
是
風
蓋
起
於
漢
末
。

（
下
略
）

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
累
世
同
居
は

（
兄
弟
の
終
身
に
及
ぶ
共
居
共
財
を
含
め
て
）
ま
さ
に
右
の
よ
う
な
礼
制
の
「
変
革
」
の
一
環
と
し
て

出
現
し
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
風
俗
通
に
お
い
て
儀
礼
に
見
え
る
礼
制
が
そ
の
本
来
の
あ
り
か
た
と
遭
っ
た
形
に
理
解
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
旧
来

の
礼
制
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
の
様
態
を
考
慮
し
つ
つ
と
り
あ
げ
る
際
、
そ
れ
を
敢
て
本
来
の
あ
り
か
た
と
違
っ
た
形
で
理
解
す
る
こ
と
は
漢
麓

晋
南
北
朝
で
は
必
ら
ず
し
も
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
次
節
で
旧
来
の
礼
制
で
は
捜
叔
が
無
服
で
あ
っ
た
の
が
つ
い
に
有
服
と
な
る
こ
と
に

ふ
れ
る
が
、
そ
こ
に
示
す
史
料
に
は
広
い
意
味
で
右
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
節
の
考
察
の
間
に
自
ら
理
解
さ
れ



る
で
あ
ろ
う
。

捜

叔

有

服

説

の

出

現

風
俗
通
に
見
え
る
よ
う
な
同
居
累
世
間
照
的
の
志
向
が
世
人
に
認
め
ら
れ
る
に
あ
た
り
障
碍
と
な
る
べ
き
も
の
の
一
つ
に
、
旧
来
の
札
制
上

の
鰻
叔
無
服
説
が
あ
る
。
累
世
間
居
の
肯
定
、
展
開
は
当
然
そ
の
説
の
改
変
を
要
求
す
る
。
本
節
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
捜
叔
有
服
説
の
出
現

を
瞥
見
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
礼
制
上
夫
の
兄
弟
の
委
ば
互
に
小
功
の
服
を
以
て
報
じ
、
夫
の
従
父
兄
弟
の
妻
さ
え
も
互
に
綿
麻
に
服
す
る
が
、
捜
（
あ

に
よ
め
）
と
叔
（
お
と
う
と
）
と
の
聞
は
無
服
で
あ
る
。
礼
記
檀
弓
上
第
三
に
、

捜
叔
之
無
服
也
、
葦
推
而
遠
之
也
。

と
あ
る
の
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
な
お
そ
こ
に
腹
叔
聞
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
礼
記
雑
記
下
第
二
十
一
に
、

捜
不
撫
叔
、
叔
不
撫
授
。

と
あ
り
、
礼
記
曲
礼
上
第
一
に
、

男
女
不
雑
坐
0

・
：
捜
叔
不
通
問
。

と
あ
り
、
孟
子
離
婁
章
句
上
に
、

淳
子
完
目
、
男
女
授
受
、
不
親
礼
興
。
孟
子
日
、
礼
也
。
回
、
捜
溺
、
則
撰
之
以
手
乎
。
目
、
理
溺
不
援
、
是
紡
狼
也
。
男
女
授
受
、
不
親

礼
也
。
捜
溺
、
援
之
以
手
権
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
も
亦
捜
叔
聞
を
遠
ざ
け
る
こ
と
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
旧
来
の
礼
制
が
ど
う
し

て
生
じ
た
か
と
い
う
点
に
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
点
が
同
居
者
間
の
親
和
が
要
求
さ
れ
る
累
世
間
居
の
障
碍
と

な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

累
世
同
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

一
二
七



累
世
間
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
）

一
二
八

と
こ
ろ
で
、
通
典
巻
九
十
二
礼
五
十
二
捜
叔
服
に
、

魂
太
尉
蒋
済
万
機
論
、
以
礼
記
捜
根
無
服
誤
。
拠
小
功
章
、
掛
川
似
婦
、
此
三
字
娘
叔
之
文
也
。
古
者
有
省
文
互
体
。
一
吉
田
弟
及
兄
弁
婦
突
。
婦

脱
者
兄
弟
之
妻
相
名
也
。
査
云
夫
之
島
弟
毘
弟
之
妻
、
相
興
皆
小
功
者
。

と
あ
り
、
続
い
て
、

（
太
？
｝

尚
書
何
曇
太
常
夏
侯
泰
初
難
目
、
夫
捜
叔
宜
服
、
誠
自
有
形
。
然
以
小
功
章
掛
川
似
婦
、
為
捜
叔
文
、
則
恐
未
是
也
。
：
・
捜
叔
之
交
、
有
男
女

之
別
。
故
絶
其
親
授
、
禁
其
通
問
。
家
人
之
中
、
男
女
宜
別
、
未
有
若
捜
叔
之
至
者
也
。
彼
無
尊
卑
之
至
敬
。
故
交
接
不
可
不
疎
。
彼
無
骨

肉
之
不
殊
。
故
交
疎
而
無
服
、
情
亦
微
失
。

と
あ
る
。
ま
た
、

中
領
軍
曹
議
申
蒋
済
議
、
以
為
敵
体
可
服
、
不
必
尊
卑
。
縁
情
制
札
、
不
必
同
族
。
兄
弟
親
而
伯
利
疎
。
周
服
者
何
、
以
尊
服
也
。
伯
叔
母

無
有
骨
肉
之
親
、
有
縁
尊
之
義
。
故
亦
服
周
。
何
独
不
可
縁
親
而
服
捜
乎
。
布
一
以
交
報
数
、
然
後
服
、
則
妻
母
異
域
、
交
亦
疎
突
。
縁
愛
制

服
、
恩
亦
微
突
。
若
埋
叔
共
在
一
門
之
内
、
同
統
先
人
之
担
、
有
相
奉
養
之
義
、
而
無
服
組
之
制
、
量
不
箭
哉
。
且
防
嫌
之
道
、
推
而
遠
之
、

執
興
制
服
、
引
而
重
之
。
推
之
則
同
他
人
。
引
之
則
親
親
者
失
。

と
あ
る
。
右
の
議
論
が
い
つ
出
さ
れ
た
の
か
明
か
で
な
い
が
、
何
委
、
曹
幾
は
説
の
斉
王
芳
の
在
位
中
に
司
馬
轄
に
諒
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て

そ
れ
は
斉
王
芳
の
時
代
ま
で
に
お
け
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
右
に
お
い
て
曹
幾
の
い
う
一
門
は
兄
弟
を
中
心
と
し
た
一
門
（
つ
ま
り

「
同
居
」
に
関
連
し
た
用
語
と
し
て
の
一
門
）
で
あ
る
が
、
曹
＃
裁
が
捜
叔
が
そ
う
し
た
一
門
の
う
ち
に
あ
っ
て
相
奉
養
の
義
が
あ
る
こ
と
を
認

め
そ
れ
を
明
叔
有
限
の
大
き
い
理
由
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
旧
来
の
礼
制
の
ね
り
か
え
を
試
み
た
も
の
と
し
て
注
目
に
価
し
よ
う
。
い
ま
六
朝

に
お
い
て
叔
が
埋
を
奉
養
し
た
一
、
二
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
盟
国
書
巻
八
十
八
顔
合
伝
に
、

合
二
親
既
終
、
両
兄
継
投
。
次
開
放
〈
氏
悶
疾
失
明
。
合
課
励
家
人
、
尽
心
車
中
養
。
毎
日
白
嘗
省
薬
師
供
、
察
問
息
耗
、
必
持
履
束
帯
。
医
人
疏
方

応
須
務
地
胆
。
市
尋
求
備
至
、
先
由
得
之
。
含
顎
歎
累
時
。
嘗
昼
独
坐
。
忽
有
一
青
衣
童
子
。
年
可
十
三
回
。
持
一
青
襲
授
含
。
含
開
視
乃



地
胆
也
。
童
子
議
巡
出
戸
、
化
成
育
鳥
、
飛
去
。
得
服
薬
成
。
痩
病
即
愈
。
由
是
著
名
。

と
あ
り
周
書
巻
三
十
一
章
孝
覧
伝
に
、

（
孝
寛
）
叉
早
喪
父
母
。
事
捜
甚
謹
。
所
得
俸
禄
、
不
入
私
一
房
。
親
族
有
孤
遺
者
、
必
加
振
婚
。
朝
野
以
此
称
需
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
あ
っ
て
は
叔
の
捜
に
対
す
る
奉
養
は
「
不
通
問
」
と
い
っ
た
こ
と
と
は
全
く
関
係
な
い
。
曹
議
の
い
う
「
有
相
奉
養
之
義
」

は
必
ら
ず
や
こ
う
し
た
も
の
を
含
む
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
奉
養
が
世
に
称
讃
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
部
）
が
も
は
や
適
用
し
な
く
な
っ
た
の
を
意
味
す
る
。

か
つ
て
の
よ
う
な
札
制
の
基
準
（
の

右
の
曹
畿
の
議
論
は
直
接
的
に
累
世
同
居
の
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
同
居
者
全
員
の
扶
助
と
親
和
と
を
図

る
累
世
間
居
の
肯
定
、
称
讃
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
い
え
ば
そ
れ
が
累
世
間
居
と
旧
来
の
札
制
と
の
「
矛
盾
」
の
解
決
を
図

る
も
の
と
な
る
こ
と
、
は
疑
う
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
通
典
捜
叔
服
に
は
、
さ
ら
に
、

（
晋
）
哀
準
正
論
云
、
或
人
云
、
捜
親
者
也
。
長
捜
少
弟
有
生
長
之
恩
。
而
云
無
服
者
、
近
非
古
也
。
殆
秦
熔
詩
書
之
所
失
也
。

と
あ
る
。
正
論
の
見
解
は
曹
裁
の
論
に
相
通
ず
る
も
の
を
も
っ
。
な
お
、
通
血
〈
に
は
右
に
続
い
て
、

太
常
成
集
云
、
捜
応
有
服
。
作
伝
者
横
目
無
服
。
蒋
済
引
帰
以
婦
、
証
非
其
義
。
論
云
、
喪
服
云
、
夫
為
兄
弟
服
、
妻
降
一
等
。

之
兄
弟
、
回
己
明
突
。
尊
卑
相
件
、
無
不
報
。
由
此
論
之
、
捜
叔
大
功
、
可
得
而
従
。

と
あ
り
、

宋
蹟
繭
之
云
、
蒋
済
成
長
、
排
棄
一
聖
賢
経
伝
、
而
荷
虚
樹
己
説
。
可
謂
謹
於
礼
失
。

と
あ
る
。
庚
蔚
之
の
い
う
こ
と
は
正
し
い
が
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
そ
の
こ
と
で
な
く
、

則
専
服
夫

あ
え
て
控
叔
有
服
説
が
出
た
と
い
う
こ
と
自
体

で
あ
る
。

捜
叔
有
服
の
議
論
は
は
る
か
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
が
、

唐
の
貞
観
礼
を
編
む
に
あ
た
り
「
正
当
」
性
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
通
典
授
叔
服
を
見
る
と
、

累
世
間
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

一一一九



累
世
同
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
u

。

大
唐
貞
観
十
四
年
、
太
宗
調
侍
臣
日
、
同
議
尚
有
綿
麻
之
恩
。
而
捜
叔
無
服
。
宜
集
学
者
、
詳
議
。
侍
中
貌
徴
等
議
目
。
捜
叔
之
不
服
、
蓋

推
而
遠
之
也
。
礼
継
父
同
居
、
別
為
之
周
。
来
嘗
同
居
、
則
不
為
服
。
叉
従
母
之
土
人
間
労
之
妻
、
二
人
不
相
為
服
。
或
回
、
同
興
組
。
然
則
継

父
之
徒
、
並
非
同
｛
円
肉
。
服
重
由
乎
同
袋
、
思
軽
在
乎
呉
居
。
故
知
、
制
服
雛
係
於
名
、
亦
縁
思
之
厚
薄
也
。
或
有
長
年
之
川
崎
、
遇
按
童
之
叔
、

制
労
鞠
義
、
情
若
所
生
。
分
餓
共
索
、
、
契
附
借
老
、
警
同
居
之
継
父
。
方
他
人
之
同
奏
、
情
義
之
深
浅
、
寧
可
同
日
哉
。
在
其
生
也
、
愛
之
同

於
骨
肉
、
及
其
死
也
、
則
推
而
遺
之
。
求
之
本
源
、
探
所
未
除
。
若
推
而
逮
之
、
為
是
不
可
生
而
共
居
、
死
同
行
路
。
重
其
生
而
軽
其
死
、

厚
其
始
而
薄
其
終
。
称
情
立
文
、
其
義
安
在
。
且
事
捜
見
称
、
載
籍
非
一
0

・
：
聖
人
有
作
五
礼
、
詳
治
。

一
物
無
遺
。
詳
求
．
肱
中
、
申
明
聖

旨
。
諜
按
、
捜
叔
旧
無
服
。
今
請
小
功
五
月
。
報
。
制
可
。

｛日）

と
あ
る
。
こ
の
際
と
り
あ
げ
ら
れ
た
有
服
の
本
旨
は
ほ
ぼ
曹
慈
の
あ
げ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
際
、
旧
来
の
礼
制
の
一
部
と
し
て
の
捜
叔
の
「
喪
服
」
は
本
来
の
あ
り
か
た
と
全
く
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
れ
は
自
ら
累
世
同
居
が
存
続
す
る
に
あ
た
っ
て
の
障
碍
の
除
去
と
も
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
晋
書
巻
一
二
十
刑
法
志
に
競
の
明
帝
の
と
き
定
め
ら
れ
た
新
律
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
、

除
異
子
之
科
。
使
父
子
無
異
財
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
新
律
で
異
子
の
科
を
除
い
た
が
、
そ
れ
が
父
子
同
財
を
一
つ
の
ね
ら
い
と
し
た
の
を
示
し
て
い
る
。
異
子
の
科
の
具
体
的
内

容
は
不
明
で
あ
る
が
、
蓋
し
父
が
生
前
子
に
財
を
分
与
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
冶
誕
の
天
子
は
明
帝
、
斉
王
芳
と

続
く
。
従
っ
て
捜
叔
有
服
の
議
論
の
出
た
時
期
と
父
子
巽
財
の
禁
の
出
た
時
期
と
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。

（
父
の
子
た
る
）
兄
弟

の
終
身
に
及
ぶ
経
済
的
一
体
性
は
も
ち
ろ
ん
究
在
世
中
の
兄
弟
の
経
済
的
一
体
性
を
含
み
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
ほ

ぼ
同
じ
時
期
に
前
者
の
意
見
の
提
示
と
後
者
の
制
度
化
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
商
目
薬
そ
の
他
前
者
の
議
論
を
し
た
人
々
が
単
な
る
経
学

者
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
国
政
の
顎
営
に
加
わ
っ
た
高
級
官
僚
で
あ
る
だ
け
に
両
者
が
決
し
て
無
関
係
で
な
か
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
で
あ
ろ



う

つ
ま
り
、
当
時
国
政
運
営
上
、
最
小
限
度
父
在
世
中
の
父
子
の
経
済
的
一
体
性
が
必
要
と
さ
れ
、
さ
ら
に
父
死
亡
後
の
兄
弟
の
経
済
的
一
体

性
、
が
望
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
と
く
に
政
治
的
背
景
に
非
常
に
広
範
複
雑
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
（
広
義
の
）
兵
の
戸
と

一
飯
山
知
郡
民
の
戸
と
を
通
じ
、
各
戸
の
構
成
員
の
経
済
生
活
の
細
分
化
防
止
の
意
図
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
当
時
の

戸
ほ
父
を
戸
主
と
す
る
も
の
と
兄
か
一
戸
主
と
す
る
も
の
と
を
主
と
す
る
。
右
に
あ
っ
て
は
、
前
者
の
場
合
戸
全
体
が
一
つ
の
単
位
と
な
り
、
後

者
の
場
合
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の
単
位
と
な
り
、
現
実
の
経
済
生
活
面
で
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
つ
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

司

h
v（凶）

こ
う
し
た
こ
と
は
一
面
で
累
世
同
居
の
「
期
待
」
に
も
連
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
附
記
）
漢
の
み
な
ら
ず
説
晋
南
北
朝
に
あ
っ
て
も
、
宗
法

l
小
宗
の
制
に
則
っ
た
宗
族
制
的
な
礼
制
が
全
く
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け

を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

で
は
な
い
。
こ
れ
と
コ
一
族
制
的
な
礼
制
（
、
家
父
畏
制
的
な
札
制
）
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
考
察
、
単
家
族
に
つ
い
て
の
考
察
、
な
ど
は
稿

詮（
1
〉・（
2
）
守
屋
美
都
雌
氏
、
「
累
社
同
属
起
源
考
」

究
第
三
十
六
巻
第
一
一
一
号
・
第
四
号
）
参
照
。

な
お
、
小
竹
氏
は
「
礼
は
庶
人
に
下
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
を
重
ん
じ
、

そ
の
問
点
か
ら
の
4
4

察
が
～
行
っ
て
お
ら
れ
る
。
守
屋
氏
も
そ
れ
を
と

り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
本
稿
で
は
そ
れ
に
ふ
れ
ぬ

こ
と
と
す
る
。
（
礼
と
際
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
稿
を
新
た
に
し

て
論
子
る
o

〉
ま
た
、
黒
世
間
屈
に
つ
い
て
は
、
清
水
盛
光
氏
、
「
十
M
〈

那
家
族
の
構
造
」
参
照
。

（3
〕
加
藤
常
緊
氏
、
「
支
那
古
代
家
族
制
度
研
究
」
参
照
。

（4
）
平
中
苓
次
氏
「
中
国
古
代
の
田
制
と
税
制
」
十
一
参
照
、
ま
た
、

捌
稿
、
「
漢
時
代
の
家
と
戸
」
ハ
近
く
発
表
予
定
）
参
照
。

（
宮
市
亜
経
済
研

累
世
間
居
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
）

（5
）
前
掲
、
「
支
那
古
代
家
族
制
度
研
究
」
参
照
。

（6
）
・
（
山
口
）
板
野
長
八
氏
、
「
戦
国
秦
漢
に
於
け
る
孝
の
二
重
性
」

（
史
学
研
究
第
一

O
O号
〉
及
び
「
孝
経
の
成
立
H
・
口
」
（
史
学

雑
誌
第
六
十
四
編
第
三
号
・
第
四
号
）
参
照

（7
）
漢
時
代
に
あ
っ
て
は
小
宗
の
制
の
形
骸
と
し
て
当
時
の
戸
籍
制
度

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
掲
、
「
渓
時
代
の
家

と
戸
」
参
照
。

ち
な
み
に
、
耳
目
南
北
朝
で
は
、
古
口
と
い
え
ば
通
常
従
父
兄
弟
ま
で

の
「
集
団
」
を
意
味
す
る
。

（8
）
前
掲
、
「
一
一
叉
那
古
代
家
族
制
度
研
究
」
参
照
。

（9
）
牧
野
興
氏
、
「
支
那
家
族
研
究
」
四
参
照
。

一一一一一



累
世
間
思
胞
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
〉

（
国
）
拙
稿
、
「
貌
耳
目
に
お
け
る
喪
服
制
上
の
二
問
題
」
（
史
淵
第
八
十

八
斡
〉
で
そ
れ
に
ふ
れ
た
。
前
仰
向
、
「
漢
時
代
の
家
と
戸
」
で
も
そ

れ
に
ふ
れ
る
。

（U
）
門
の
語
に
つ
い
て
の
私
見
は
別
に
発
表
す
る
。

（
ロ
）
ち
な
み
に
、
世
説
新
議
巻
下
之
上
任
誕
第
二
十
三
に
、

院
籍
媛
嘗
還
家
。
籍
見
奥
別
。
或
議
之
。
籍
日
、
礼
宣
為
我
輩
設

也。

と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
礼
は
旧
来
の
麹
叔
間
の
札
制
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
院
籍
が
そ
う
し
た
礼
制
に
拘
泥
し
な
か
っ
た
の
を
示
し

て
い
る
。
〈
院
籍
の
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
る
こ
と
と

す
る
。
）

（
日
）
捜
叔
服
に
つ
い
て
は
、
藤
川
疋
数
氏
、

「
貌
耳
目
時
代
に
お
け
る
喪

一

服
礼
の
研
究
」
第
六
意
参
照
。

（M
）
本
文
引
用
の
盟
国
書
刑
法
志
の
記
事
は
か
つ
て
別
の
読
み
か
た
を
し

た
（
東
方
学
第
二
十
二
輯
「
貌
音
に
お
け
る
「
異
子
の
科
」
に
つ
い

て
」
）
が
、
い
ま
こ
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
時
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
私
見
は
別
の
機
会
に
発
表
す
る
。

（
日
）
親
書
巻
八
十
七
李
凡
伝
に

季
凡
、
捕
時
俊
安
平
人
也
。
七
世
共
居
間
財
、
家
有
二
十
二
宙
開
一
百

九
十
八
口
。
長
幼
済
済
、
風
礼
著
問
。
歪
於
作
役
、
卑
幼
競
進
。

郷
田
県
墜
美
。
標
其
門
商
。

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
累
性
同
居
た
る
も
の
も
亦
一
つ
の
家
を
構
成

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。




